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環環
境境
問問
題題
をを
考考
ええ
るる
冊冊
子子

「「
見見
つつ
めめ
よよ
うう
地地
球球
環環
境境

始始
めめ
よよ
うう
エエ
ココ
ララ
イイ
フフ
」」

をを
つつ
くく
りり
まま
しし
たた

わ
た
し
た
ち
の
住
む
地
球
で
は
、

現
在
、
「
地
球
温
暖
化
」
や
「
オ
ゾ

ン
層
の
破
壊
」と
い
っ
た
深
刻
な「
地

球
環
境
問
題
」
が
起
こ
り
、
地
球
の

様
子
が
急
激
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
将
来
、
人
も

他
の
動
植
物
も
滅
ん
で
し
ま
う
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
か
け
が
え

の
な
い
地
球
を
守
っ
て
い
く
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
ひ
と
り
ひ
と

り
が
真
剣
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
冊
子
に
は
、
世
界
中
で
深

刻
化
し
て
い
る
「
地
球
環
境
問
題
」

に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

配
布
場
所
／
環
境
保
全
課
、
内
間
木

支
所
、
朝
霞
台
出
張
所
、
朝
霞
駅

前
出
張
所
、
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
さ
か
、

各
公
民
館

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課

内
線

２
２
６
４

�
０
４
８
―

４
６
３
―

１
５
１
２
（
直
通
）

クク
リリ
ーー
ンン
セセ
ンン
タタ
ーー
かか
らら

のの
おお
願願
いい

「
燃
や
す
ご
み
」
の
中
に
不
燃
物

（
特
に
飲
料
用
の
缶
、
乾
電
池
）
が

混
入
さ
れ
て
し
ま
い
、
焼
却
灰
の
中

に
金
属
等
が
残
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
焼
却
施
設

の
故
障
や
事
故
の
原
因
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
焼
却
灰
の
最
終
処
分
場
へ

の
搬
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
缶
や
乾
電
池
は
、
資
源
で

す
。
缶
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ア
ル

ミ
サ
ッ
シ
や
建
築
材
料
な
ど
の
鉄
製

品
な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
乾

電
池
は
、
主
要
成
分
の
亜
鉛
・
マ
ン

ガ
ン
は
電
子
部
品
の
材
料
に
、
外
缶

は
鉄
製
品
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
再
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
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講 師

埼玉県環境アドバイザー
こ ざわ き み こ

小澤喜美子さん

東洋大学経済学部教授
やま や しゅうさく

山谷修作さん

淑徳大学国際コミュニケーション
わかばやしめい こ

学部教授 若林明子さん

麻布大学環境保健学部専任講師
むらやまふみ よ

村山史世さん

タイトル・内 容

開講式

「住環境における化学物
質の被害について」

「ごみ有料化とは？」

「化学物質の便利さと
危うさ」

「環境パートナーシップと
持続可能な社会」 ～相模
原での環境まちづくり～

閉講式

日 時

２月６日�
午前１０時～正午

２月１３日�
午前１０時～正午

２月２０日�
午前１０時～正午

２月２７日�
午前１０時～正午

１

２

３

４

内閣府より公表されました、「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成
１９年８月調査）によると、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という、
固定的性別役割分担については、今回、初めて反対が５割を超えました。ま
た、「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の関わり方について、男性の
希望は「仕事と家庭生活ともに優先したい」が多くなっていますが、現実は
「仕事を優先している」が多く、女性の希望は「仕事と家庭生活ともに優先
したい」「仕事と家庭生活と地域・個人の生活をともに優先したい」が多くな
っていますが、現実は「家庭生活を優先している」が多くなっており、男女
ともに希望と現実との間にギャップが生じていることがわかりました。
問い合わせ／人権庶務課 内線２２５５ �０４８―４６３―２６９７（直通）
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日時・内容・講師／下表参照
会場／エコネットあさか
対象／市内在住の１８歳以上の方で４回すべて受講でき
る方

定員／５０人（先着順） ※保育あり（定員６人 １歳
以上就学前まで）

申込方法／１月１１日�から、直接または電話でエコネ
ットあさかへ。

問い合わせ／エコネットあさか（リサイクルプラザ）
�０４８―４８６―０２２２
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ひとの推移

人 口 １２万７，４４８人 （ ＋ ６９人 ）

男 ６万５，６０７人 （＋ ４２人 ）

女 ６万１，８４１人 （ ＋ ２７人 ）

世帯数 ５万７，１４６世帯 （ ＋ １２世帯）

平成１９年１２月１日現在 （ ）内は前月比

最終処分場から注意を受け返却された不燃物の一部

広報あさか ２００８．１．１9


